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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/8 (木) 夕方より其田様へ自立支援の説明をする。（柴田）

・12/8 (木) 16：00～菅原、上野、相内が監査打ち合わせに出席。

・12/13(火)/14（水）　院内研修　メンタル3Ｆ会議室　「クレーム対応について」

相内Ｃ勤⇒日勤、高森日勤⇒Ｃ勤に勤務変更あり。

・12/9（金）12/12（月）小松ケアワーカー　ローテーション研修予定。

・12/20(火) 監査に向け12/14（水）までに転倒転落シート、カルテチェックを

各自済ませておく。

・12/7（水）13：00～保健所にて長瀬様　胸部レントゲン施行。

＜プログラム検討＞

・12/15（木）までに1月分のテキスト入力をする

＜治療環境整備＞

・大掃除はスタッフがメインで行う。

・喫煙室は喫煙をする利用者様にて掃除を行っていただく。

・ロッカー・下駄箱は各自で年末までに掃除するよう声掛けする。

・ペットボトル、コップ、コーヒーは各自で年末に持ち帰り、きれいな状態で年始に持ってきていただくよう声掛けする。

・各自ズックを持ち帰り洗ってくる。

※来週からホワイトボードに掲載していく。

＜新書式検討＞

12/16（金）まで利用開始時の基準・手順書の作成予定

＜業務改善＞

ＳＳＴについて12/14（水）に勉強会を行う予定

・ＳＳＴの本来の目的等について考える

・デイケアはリーダー、コリーダーをスタッフが見本を見せながら行う

・デイナイトケアは今まで通りに利用者様（希望者）に行っていただく

＜事例検討＞

高島　吉太郎様　　　　利用　9年11ヶ月　　出席率　100％　　統合失調症

長期目標：１人で歩いて青陽館に通えるようにする

中期目標：運動プログラムに出来る限り参加する

短期目標：①出来る限り居眠りしない様にする

　　　　　②運動プログラムでは元気よく身体を動かす

〔実施計画〕

1 運動プログラムでは見守りし出来る限り運動に参加出来るように配慮する

2 居眠りが多い為、根気強く声掛けをし日中の活動性を高める

検討内容
実施計画の見直し

現状
· 午後は疲れて眠っている事が多い

· 声掛けを行い、プログラム参加を促している

· 本人からも声を掛けて欲しいとの事

· スタッフが話している事を素直に受け止めている

· リース作りに集中して尿失禁にも気付かない

· 尿失禁の回数が多い（本人も出ているのに気付かない）

· 運動は自分の出来る範囲で行っている

· プログラムは準備をしてから参加している

· プライドが高い

· 入浴は手すりを使ったり、ゆっくり歩行して移動している

· 毎食各一口ずつ残している⇒スタッフが声掛けすると全量摂取している

· こだわりが強い

· 各場所にマーキングのような動作を行い歩いている

検討結果
実施計画の③に追加

食事は全量摂取できるように声を掛けて促す　

短期目標：③に追加

体力低下を抑えるために食事は盛り付けた分は全部食べる

2 に追加

プログラム開始前にトイレに行くように声を掛け失禁回数を減らしていく

＜利用者情報＞

大久保　康弘様～「毎週火曜日にデイケアを体験利用しているが体験の意味が分からなくなって来た。Ｄｒはデイケアを正式利用しても良いと話している。デイケアを正式利用して、もし上手くいかなかったらずっとこれから先、デイナイトケアで良い。」と話している。今後、訪問看護、青山荘、青明舎等関係機関と情報交換を行い、生活リズム、金銭管理の確認を行い、火曜日のデイケア利用を検討していく。

上川原　豊　様～本日、連絡無くデイケアを欠席されている。12/6（月）は「自宅で葬儀があるから休む。」と連絡があり欠席されている。12/7（火）に外来受診は行っている。本日午前に自宅へ電話するが電話に出られず、自宅訪問しても応答がない。ご家族へ連絡するが月曜日に自宅で葬儀があったが本人現れなかったとの事。ご家族からは引き続き本人へ電話を掛けて欲しいと依頼されている。再三、自宅へ電話を掛けるが応答なく、同じアパート入居者から「部屋の灯りが点いていた。この時間から電気が点いているのはおかしい」と情報提供あり、自宅へ電話、訪問するが応答なし。ご家族へ連絡している。

藤村　　翔　様～来所時から表情硬く床をどんと蹴ったり、怒鳴るような独語が激しい。スタッフに対して「自分の悪口を言っている」と顔面蒼白になり訴えてくる事がある。事実ではない事を伝えると「聴こえてくる」と幻聴である事は分かっていると話される。今後トラブルがないように様子観察が必要である。

菅原　　信正様～独語の激しい利用者様を見て「側に行ってわざと殴られたら、殴った人は退所になるのかなぁ。」「今まで自分はそういう事をしてきた。」と話されている。他者とトラブルにならないよう今後の行動を観察していく。

＜外来情報＞

高柳　　和子様～採血の結果ＦＴ４が上昇、ＴＦＨが減少しており、甲状腺亢進症の疑いがあるとの事で減薬となっている。

大久保　康弘様～幻聴が続いているとの事。幻聴と言い争う事はないと話されている。

本多　　富美様～外出は病院に行くくらいだと話されている。疲れとだるさがあるとの事。

板橋　　利美様～採血の結果、血糖、コレステロール値は問題なし。現在の生活を続けるように指示あり。コーラの飲みすぎているのか確認するようにとの事。

淡路　智恵子様～膀胱炎の疑いあり抗生剤が処方となる。次回、尿検査あり。

次回採血予定者

鈴木　茂子様、巴　勇樹様、平　京子様、青木　紀子様、東海林　康之様

